
農繁期レポート 
平成28年 

8月号 

生 産 者 エースファーム 

オーナー     株式会社エース   

水田面積   15.5アール（約469坪） 

保証量    玄米698kg 

形態・品種  特別栽培コシヒカリ 

ブランド   「海」 

Co2回収  約1550kg 

お盆を過ぎたころから稲穂も色づき
始め収穫間近を感じられるように
なってきました。 
８月２４日には水田の排水栓を全て
抜きました。後は天候を見ながら掛
け流しをしていきます。台風の影響
を心配しますが９月２０日頃には収
穫をむかえます。 
 高橋秀紀 

8月の作業内容と稲の状態 

8月は先月末から始まった出穂が本格化し、稲
は開花・受精を行い、いよいよお米の実が出来
きてお米づくりも最終段階となってきました。 
稲は開花といっても花びらはないため、白っぽ
いおしべが飛びだしてきます。開花は稲穂の先
端から始まり穂全体の開花には1週間ほどかか
ります。ただし、穂の開花から受粉までは2～3
時間でその後花は閉じ、再び開くことはありま
せん。 
水田全体でみると1週間目で開花・受精が行わ
れ、2週間目で玄米の長さが決まり、3週間目に
は玄米の幅、4週間目に厚みが決まります。こ
の時期はお米の仕上げの大事な期間となり、
水の管理が非常に重要でお米の出来に大きく
影響します。 

草刈り 8月末時点の稲 

電柵設置Ⅱ 出穂と開花・受精 



農繁期レポート 
平成28年 

8月号 

生 産 者 QUEEN EYES FARM 

オーナー     株式会社エース   

水田面積   18.7アール（約566坪） 

保証量    玄米842kg 

形態・品種  特別栽培コシヒカリ 

ブランド   「海」 

Co2回収  約1870kg 高橋秀紀 

お盆を過ぎたころから稲穂も色づき
始め収穫間近を感じられるように
なってきました。 
８月２４日には水田の排水栓を全て
抜きました。後は天候を見ながら掛
け流しをしていきます。台風の影響
を心配しますが９月２０日頃には収
穫をむかえます。 
 

8月の作業内容と稲の状態 

8月は先月末から始まった出穂が本格化し、稲
は開花・受精を行い、いよいよお米の実が出来
きてお米づくりも最終段階となってきました。 
稲は開花といっても花びらはないため、白っぽ
いおしべが飛びだしてきます。開花は稲穂の先
端から始まり穂全体の開花には1週間ほどかか
ります。ただし、穂の開花から受粉までは2～3
時間でその後花は閉じ、再び開くことはありま
せん。 
水田全体でみると1週間目で開花・受精が行わ
れ、2週間目で玄米の長さが決まり、3週間目に
は玄米の幅、4週間目に厚みが決まります。こ
の時期はお米の仕上げの大事な期間となり、
水の管理が非常に重要でお米の出来に大きく
影響します。 

草刈り 8月末時点の稲 

電柵設置Ⅱ 出穂と開花・受精 


